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描画内容としては，まず，江戸城が最も大きく描か

れていた．このことから，江戸図屏風では，江戸城が

別格の扱いであったと考える．また，家光の実績，行

動，重臣関係といった，将軍家に関わるものも多く描

かれていた．一方，物資の集積場，宿場では，物資の

運搬の様子や，そこで働く人々の様子といった，物流

地区としてのまとまりが描かれていた．さらに，商店，

庶民寄りの社寺では，賑わう人々の様子など，賑わい

のある地区としてのまとまりが描かれていた． 

都市イメージ表現としては，まず，街道，河川，堀

割運河等のインフラが，金煙でくくられた一つのまと

まり内で完結するのではなく，まとまりとまとまりを

繋ぐように描かれていた．これは，こうしたインフラ

が，地区と地区を結ぶパスの役割を担っていたためで

あると考える.一方，橋梁や社寺は，「～のあたり」と

いう界隈を象徴する目印，すなわちランドマークとし

ての役割を担っていた．エッジについては，物理的な

エッジとして隅田川が描かれていたが，その他におい

ては物理的なエッジは明確には描かれていなかった．

そのため，金煙がエッジの役割を担っていた． 

（２）江戸名所図屏風 

表－２ 江戸名所図屏風の描画対象 
 件数（件）

3

将軍家に関わりの深い社寺 7

庶民寄りの社寺 1

3

7

             描画対象

将軍家

町人地

インフラ

社寺

 
表－２は，江戸名所図屏風の描画対象である．庶民

の賑わいを描いた江戸名所図屏風だが，21 箇所の描画

対象中，町人地は 3箇所と少なかった．一方，名所と

呼ばれる社寺や日本橋通りといった主要インフラが，

庶民の賑わいの場として描かれていた． 

描画面積は，庶民に関わるものが大半を占めていた． 

描画位置やまとまりの隣接関係を見ると，まず，将

軍家に関連する描画対象は主に屏風の上側，町人地は

下側に描かれる傾向にあった．町人地では，浄瑠璃，

歌舞伎，女風呂などが隣接して描かれており，娯楽施

設以外は省略されていた．しかし，各屏風対象の配置

位置は，実際の位置と類似した場所に描かれていた．

このことから，江戸図屏風と同様に，金煙のまとまり

同士の隣接関係は，実際の隣接関係を保つことを意識

して描かれたと考える．  

描画内容は，喧嘩や歌舞伎，浄瑠璃といった娯楽，

浅草で行われる三社祭といった庶民のアクティビティ

が主に描かれていた．それとは対照的に，将軍家に関

わりがあるものは，人気がなく，全体的に小さく描か

れていた． 

都市イメージ表現としては，街道，及び河川は，金煙で

くくられた一つのまとまり内で完結するのではなく，まと

まりとまとまりを繋ぐように描かれていた．これは，こう

したインフラが，地区と地区を結ぶパスの役割を担ってい

たためであると考える．一方，「～のあたり」という界隈

を象徴するランドマークとしては，社寺が描かれていた．

橋梁もランドマークとしての役割を担っていたが，社寺と

比べると補助的なものであった．エッジについては，物理

的なエッジとして隅田川と三十間掘が描かれていたが，そ

の他においては物理的なエッジは明確には描かれていな

かった．そのため，描画対象同士の距離が近い場合は樹木，

遠い場合は金煙がエッジの役割を担っていた． 

５．まとめ 

江戸図屏風については，将軍家のものが多く描かれ，

また，類似した要素がまとめて描かれていた．また，

町人地では各地区で展開される物流や賑わいの活動の

様子が描かれていた．江戸図屏風は，全体的に，地区

や建造物といった特定の場所を明示したうえで，そこ

に展開される活動等の様子を描く傾向にあり，いわば

空間型のイメージ図としてとらえることができる． 

一方，江戸名所図屏風については，町人地で展開さ

れる歓楽的な庶民の活動の様子が多く描かれており，

活動ごとにまとまりを持って描かれる傾向にあった．

このことから，江戸名所図屏風は，いわば活動型のイ

メージ図としてとらえることができる． 

都市イメージ表現では，街道，河川，堀割運河は，

まとまりとまとまりを繋ぐパスの役割を担っていた．

一方，橋梁や社寺は，強調的，補助的といった違いは

あるものの，「～のあたり」という界隈を象徴するラン

ドマークとしての役割を担っていた．エッジについて

は，物理的なエッジとして隅田川や三十間堀が描かれ

ていたが，大半が物理的なエッジは描かれず，金煙や

樹木がエッジの役割を担っていた． 
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